
第３回一宮南中学校区  幼保一元化に係る地域の委員会 

 

と き：平成２７年７月２３日（木）午後７時３０分～ 

ところ：一宮市民局 ２階 会議室 

 

発言者 議題・発言内容 

事務局 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 会 

あいさつ 

  昨年度の地域の委員会は２回開催されました。今年は委員も何人か変わられ

ています。小学校の規模適正化は、平成30年４月からと決定しました。一宮北

中学校区の状況もお聞きしながら、幼保一元化に向けて協議を進めていきた

い。 

  学校規模適正化の協議の中で、幼稚園だけを残すことはしないと確認をして

います。規模適正化の時期と合わせ、市の進める幼保一元化計画を説明させて

いただき、委員みなさまの理解を得ながら進めていきたい。 

  報告事項（これまでの経緯） 

 

  幼保一元化推進計画について説明 

 

  この半年間の報道を聞いていると、（認定こども園への移行は）足並みが揃

わず進んでいないようです。波賀の状況など、他の地域の委員会の状況も教え

てもらいたい。 

  全国的なところでは、昨年、私立幼稚園から認定こども園に移行（宍粟市で

は該当なし）した大規模園において公定価格が安いという理由から認定返上の

報道がありましたが、この４月からの制度改正に伴い、財源の確保など所定の

見直しが行われています。兵庫県では平成27年４月に120園が開園し、230園と

なりました。 

  波賀中学校区については、野尻幼稚園を休園し、波賀幼稚園に区域外就園し

ています。道谷保育所は休所しており、地域には民間のみどり保育園がありま

す。地域の委員会は平成25年５月から、小学校の規模適正化計画もあり小学校

の統合後に再開するとして現在は休会しています。今年度、小学校が統合した

ことから来月（８月）再開予定です。 

  一宮北中学校区は、民間の保育園がない地域ですが、昨年度から地域の委員

会を設置し来週には３回目を予定しています。小学校が来年統合することから

幼稚園だけ残ることがないようにとの要望があります。 

  戸原地区については、公立保育所が１箇所あり、地域の委員会で現在議論を

進めています。 

  都多、伊水地区については、小学校の規模適正化と合わせ進めています。 
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  一宮北中学校区では幼稚園だけが残らないようにとのことですが、染河内で

も同じことをお願いしたい。また、幼保一元化で保育所とも統合するのなら３

年で（平成30年までに）できますか。 

  平成30年４月が目標です。方向性の決定ができれば早く着手ができます。 

  ７月１日の学校規模適正化一宮南地区協議会の際、染河内幼稚園と神戸幼稚

園も（平成30年に）一緒になると確認し、その結果を染河内地区では説明をし

ています。こども園か幼稚園のみの統合かはわからないがそれは踏まえておい

ていただきたい。 

  染河内幼稚園のＰＴＡから、「同時に、区域外就園で神戸幼稚園へ」との意

見を聞いています。それはそれで部内でも議論をしますが、ただ、ここは幼保

一元化の委員会です。 

  小学校は平成30年４月に（統合し）、そのときに幼稚園だけを残すのなら賛

同はできません。「染河内幼稚園は神戸幼稚園へ。染河内幼稚園は休園する。」

と理解しています。 

  小学校は新しい校名ではじまるが、幼稚園もそうできないか。幼保一元化は

その後で検討すべきです。 

  お気持ちはわかりますが、市は幼保一元化の計画を持っています。 

  幼稚園のあり方検討委員会（を組織して）は。平成30年にこだわらなくても

よいのではないか。とりあえず、暫定期間として神戸幼稚園へ通園し、その後

幼保一元化を議論していけばどうですか。 

  幼稚園ＰＴＡとしては「平成30年から神戸幼稚園で染河内幼稚園と一緒に」

と聞いています。それ以外のことや幼保一元化への同意などは今のところ（会

員の賛同がない、会員に諮っていないので）できません。 

  幼稚園の統合も含み、幼保一元化を説明していきたい。 

  子どものためには一緒にと思いますが、染河内の名前にこだわる人もいて、

地域の委員会で決めれば委員である自分にも責任があるので決めにくいとこ

ろがあります。 

  気持ちはわかりますが。 

  今までの協議の中で幼保一元化に賛同する意見は出ておらず決めるのは難

しい。平成30年に小学校の統合なので幼稚園をどうするかだけを決めたいと思

います。 

  一宮北中学校区は？ 

  （下三方、繁盛幼稚園の）区域外就園の要望があり三方幼稚園への就園を調

整していますが、下三方幼稚園に残りたいという意見もあり、はっきりとは決

まっていません。基本的には幼保一元化施設ができれば、旧幼稚園は廃園とな

ります。 

  この幼保一元化計画について、少子化の流れ中で子どもの数が減っており幼

稚園だけを統合しても意味がない、効果が薄いとして、平成21年に決まった計
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画のはずです。教育委員会はもっとそのことを言わないといけないのではない

か。可能性としては幼稚園だけでも統合ができるとかできないとか言わず、教

育委員会の方針を示し、私も染河内の人間なので言いたくはないが、幼稚園だ

けの統合はできないと言わなければ。 

  おっしゃる通りで、幼稚園の統合はできず、幼保一元化計画を進めていきた

いというところです。 

  予定の時間にもなりましたので、次回は幼稚園をどうするのか、その次に幼

保一元化計画について、そして視察へと進めたいと思います。 

  視察の計画について、時期、場所、平日か土曜日かなど提案 

※ 10月後半以降、平日（土曜日は幼稚園児がいない）に、午前中に千種、午

後からは他市のこども園へ と計画します。 

  その他、特にないか。 

  （なし。） 

閉会 

  これからの子ども達について非常に重要で、また、地域においても非常に関

心のある事案について検討いただくわけですが、ただ、この時代、社会、世界

の流れとういものを我々もよく見ていかなければならない。また、子どもの減

少についても逃れられない現実であり、そのような中で冷静に、将来のことも

考えて、今後協議していただきたいと思います。 

  次回はその辺のことも踏まえて、さらに活発な意見をお願いします。 

 

 

 

 

 

 


